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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、
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て
い
る
の
か
。
今
回
は
、
公
民
館
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
学
園
が
共
催
で
、
家
庭
・
教
育
・

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
連
携
を
考
え

る
︻
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︼︻
個
別

相
談
会
︼
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
関
心

を
も
っ
て
い
る
多
く
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と　

き　

３
月
１４
日
㈯

　
　
　
　

昼
１
時
半
～
４
時
半

と
こ
ろ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
東
京
本
校

　
　
　
（
国
立
市
富
士
見
台
２
︱
36
︱
２
）

定　

員　

１５０
名　

参
加
費
無
料
。

申　

込　

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電

話
番
号
、︻
個
別
相
談
会
︼
参
加
希
望

の
有
無
を
必
ず
明
記
し
、
下
記
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

は
が
き
：
〒
１８６
︱

０
０
０
４　

国
立

市
中
１
︱

１5
︱

１　

国
立
市
公
民
館

︻
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︼
担
当

■
電　

話
：（
５７２
）
５
１
４
１

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
５７３
）
０
４
８
０

■
メ
ー
ル
：a20@

w
hi.m

-net.ne.jp

い
ま
、
国
立
市
公
民
館
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
を
中
心
に
関
係
諸
機
関
や
地
域
・
家

庭
が
連
携
し
て
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も

り
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若

者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が

少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

国
立
市
公
民
館
で
は
、
平
成
25
年
度

よ
り
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
、「
自

立
に
課
題
を
抱
え
る
若
者
の
社
会
参
加

支
援
事
業
」
を
開
始
し
、
若
者
の
社
会

参
加
や
学
習
活
動
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
本
校
が
市
内
に
あ
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
は
、「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
学
べ
る
広
域

通
信
制
普
通
科
高
等
学
校
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
で
学
ぶ
生
徒
と
共
に
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
文
部
科
学

省
の
研
究
開
発
学
校
に
指
定
さ
れ
、
多

く
の
不
登
校
経
験
の
あ
る
若
者
を
高
等

学
校
卒
業
に
導
い
て
い
ま
す
。

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
本
人

や
家
族
が
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
た
め

に
、
学
校
や
地
域
に
は
何
が
求
め
ら
れ

第
１
部　

講
演

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
が
読
み
解
く
！　

大
人
に
な
れ
な
い
こ
ど
も
た
ち
～
家
庭

・
教
育
・
地
域
の
役
割
～
」

講
師
：
早
川
信
夫
※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
。

ニ
ュ
ー
ス
解
説
「
時
論
公
論
」（
月
～

金
曜
日
夜
１2
時
～
）
な
ど
に
出
演
。
著

書
（
共
著
）
に
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る
教

育
改
革
１
・
２
』（
中
央
出
版
）
な
ど
。

第
２
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
若
者
の
育
ち
を
支
え
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
～
︿
生
き
や
す
い
﹀
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
～
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
早
川
信
夫

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
た
ち
か
わ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、

国
立
市
教
育
セ
ン
タ
ー
、
国
立
市
公
民

館
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
役

割
と
連
携
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

※
希
望
者
の
み
、
４
時
半
か
ら
各
支
援

機
関
職
員
・
教
員
が
応
対
す
る
︻
個
別

相
談
会
︼を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
・
早
川
信
夫
さ
ん

国
立
駅
南
口
か
ら
徒
歩
約
18
分

バ
ス
約
５
分
（
４
番
の
り
ば
乗
車
）「
国

立
高
校
前
」
下
車
徒
歩
約
３
分

谷
保
駅
か
ら
徒
歩
約
８
分

国立市公民館・NHK 学園高等学校共催【講演とシンポジウム】

―不登校・ひきこもりの理解と支援―

若者の生きる力を育む
家庭・教育・地域の役割

いま、不登校やひきこもりなどの課題を抱える若者を支える
ネットワークが少しずつ広がっています。

本人や家族だけで悩みを抱え込まないために、
学校や地域には何が求められているのでしょうか。

家庭・教育・地域、
それぞれの役割と連携を考えます。

※参加希望者は裏面の参加申込書をご確認の上、お申し込みください。

早川 信夫 （はやかわ のぶお）氏
1953年福島県生まれ。NHK解説委員。
1978年東京大学経済学部卒業。NHK
千葉、函館放送局勤務の後、報道局社
会部、科学・文化部で主に教育・文化取材を担当。
1994年「週刊こどもニュース」企画・創設。1997年
より教育・文化担当の解説委員。
著書（共著）『これならわかる教育改革１・２』（中央出版）、

『科学を文化に―サイエンスアゴラの記録―』（日本学術
協力財団）等。
出演・制作番組は、NHK特集「教育は変えられるか」

（1988年）、NHKスペシャル「学校を変えるのは誰だ」
（2004年）、TVシンポジウム「大学生の学力をどう支え
るか」（2012年）など。現在、ニュース解説「時論公論」

（月～金 23:50～0:00）などに出演。ラジオ「私も一言！
夕方ニュース」の“早川解説委員のここに注目！”を担当。

 第１部【講演】午後１時30分～午後２時50分

NHK解説委員が読み解く！

「大人になれないこどもたち ―居場所の役割―」
早川 信夫（NHK解説委員）

 第２部【シンポジウム】午後３時～午後４時30分

若者の育ちを支える地域ネットワーク
―〈生きやすい〉社会をつくるために―

コーディネーター：早川信夫（NHK解説委員）
シ ン ポ ジ ス ト：たちかわ若者サポートステーション、NHK学園高

等学校、国立市公民館、国立市教育センターの教
員・職員がそれぞれの立場から取り組みと連携に
ついて語り合います。

希望者のみ、各支援機関職員が応対する【個別相談会】を行います。
※午後４時30分から、事前予約者優先・当日申し込みも可。

　　　　　午後１時30分～午後４時（受付開始　午後１時～）
●場　所：NHK学園高等学校東京本校（国立市富士見台2-36-2）

●日　時：平成27年3月14日（土）
参加費無料
定員150名
申込制

国立市公民館・NHK学園高等学校共催【講演とシンポジウム】

―不登校・ひきこもりの理解と支援― 参加者募集
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国
立
市
公
民
館
の
１
階
に
、「
喫
茶
わ

い
が
や
」
と
い
う
喫
茶
店
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
１
９
８
１
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
喫
茶
わ
い
が
や
」
は
、
し
ょ

う
が
い
し
ゃ
と
共
に
働
き
活
動
す
る
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
の
先
駆
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
の
働
く
場
と

し
て
の
喫
茶
店
は
全
国
に
広
が
り
、
運
営

団
体
や
関
係
者
が
学
び
あ
い
交
流
す
る

「
全
国
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
交
流
会
」
が
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
27
回
目

を
迎
え
る「
全
国
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
交
流
会
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
国
立
市
公
民

館
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
立
市
公
民
館
で

は
、
若
者
や
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
が
働
き
、

地
域
に
参
画
す
る
市
内
の
喫
茶
や
団
体
の

取
り
組
み
に
学
ぶ
３
つ
の
分
科
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

�

２
月
2１
日
㈯

　
　
　
　

昼
１
時
半
～
４
時
半

※
３
つ
の
分
科
会
の
開
始
・
終
了
は
同
日

同
時
刻
で
す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
い
ず

れ
か
を
選
ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

各
分
科
会
、
申
し
込
み
先
着
順
で
す
。

申
込
先　

２
月
６
日
㈮
朝
９
時
～

　
　
　
　

公
民
館
☎
（
５７２
）
５
１
４
１

自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

公民館で３つの講座を同時開催します
！

助言者　平野　和弘
� （Moonlight�Project 代表）
ゲスト　藤倉　直美
� （「HIBIKI�Cafe」スタッフ）
� �栁　倫

みち

之
ゆき

� （「喫茶わいがや」スタッフ）
ところ　公民館　３階講座室　定員　25名

この分科会では、さまざまな背景をもつ
若者たちが運営に携わるカフェの事例を取
り上げます。さまざまな事情がありながら
埼玉県浦和商業高校定時制に通っていた若
者たちが元教師と共につくりあげた埼玉県
桶川市の「HIBIKI�Cafe」。しょうがいし
ゃと共に活動を続けてきた若者たちが運営
する国立市公民館内の「喫茶わいがや」。
それぞれのカフェは経緯こそ違います
が、現代の若者たちが抱える「生きづら
さ」を越えていく「居場所」であり、社会
や地域とつながる活動拠点になっていま
す。２つの場に関わる若者の話をもとに、
若者たちはカフェをどのような場にしてき
たのか、その魅力や可能性についてみなさ
んと考えます。

コーディネーター　渡辺　康子
� 　　　　　（飲食専門誌ライター）
ゲスト　日高　雅也
� （「Cafe�ここたの」店長
� �／ NPO法人くにたち富士見台
� 人間環境キーステーション）
ところ　公民館　地下ホール　定員　35名

一橋大学の学生が中心となって、地域の
人々の拠り所になるようなお店作りに取り
組み、国立市富士見台の商店街でオープン
１2年目を迎える「Cafe�ここたの」。心地良
さを提供すると同時に地域活性化やまちづ
くりにも貢献すると期待されるコミュニテ
ィカフェを長く続けるためには、何が必要
なのでしょうか。
「Cafe�ここたの」で店長をつとめる日高
さんに、どのようなコミュニティカフェな
のか、学生と市民が協働するメニューづく
りから運営方法までをお話しいただき、参
加者同士で
語り合いま
す。

若
者
×
居
場
所
×
か
か
わ
る

若
者
た
ち
が「
居
場
所
に
し
て
い
く
」カ
フ
ェ
の
可
能
性

第２分科会 第１分科会

分科会方式

国
立
市
富
士
見
台
の
商
店
街

に
あ
る﹁Cafe 

こ
こ
た
の
﹂

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
×
ビ
ジ
ネ
ス

地
域
で
愛
さ
れ
続
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
は
？
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

�

古
旗　

真
幸

　
　
　
　

（
国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）

ゲ
ス
ト　

�

山
地　

圭
子
／
風
間　

頼
高

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
法
人
多
摩
棕し
ゅ

櫚ろ
っ

亭て
い

協
会
）

　
　
　
　

�

笠
井　

素
子
／
小
林　

葉
子

　
　
　
　

�

（
デ
イ
セ
ン
タ
ー・た
ま
ぷ
ら
ね
っ
と＂
わ
＂）

と
こ
ろ　

公
民
館　

３
階
集
会
室

定　

員　

25
名

１
９
８
７
年
に
国
立
市
で
設
立
さ
れ
た
「
多
摩

棕
櫚
亭
協
会
」
は
、
精
神
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
、
生
活
支
援
か
ら
一
般
就
労
支
援
ま
で
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
同
じ
く
国
立

市
内
で
２
０
０
９
年
に
設
立
さ
れ
た
「
た
ま
ぷ
ら

ね
っ
と
」
で
は
昨
年
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー
＂
わ
＂
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
地
域
の
方
が
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、

精
神
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
日
中
活
動
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

＂
働
く
＂
こ
と
を
通
し
て
、
ま
た
、
地
域
で
支

え
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
誰
か
と
つ
な
が
り
暮
ら

し
て
い
く
︱
︱
そ
ん
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

社
会
福
祉
法
人
・
多
摩
棕
櫚
亭
協
会
Ｈ
Ｐ

　

http://w
w
w
.shuro.jp/

非
営
利
型
一
般
社
団
法
人・た
ま
ぷ
ら
ね
っ
と
Ｈ
Ｐ

　

http://w
w
w
1a.biglobe.ne.jp/tam

apula/

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

第
３
分
科
会

はたらく×つながる×支えあう

精神しょうがいをもって地域で暮らすということ

「HIBIKI Cafe」にて、第２分科会助言者・報告者の打ち合わせ風景

国立市公民館内の「喫茶わいがや」

■滝乃川学園までの地図

〈青年陶芸講座〉

「喫茶わいがや」で使う
コーヒーカップを作ろう！

講　師　木村　冨美枝　　大野　博美

この講座は滝乃川学園の協力を得て、陶芸をしながら
自分と同じ世代の方々と交流をして、公民館にある「喫
茶わいがや」（しょうがいがある人もない人も共に喫茶
店を運営する市民団体）のコーヒーカップを作ります。
　
※�連続して作陶していきますので、定員を超えたら全回
出席できる方を優先させていただきます。

と　き　２月1４日、2８日、３月1４日　昼１時～４時頃
　　　　全３回いずれも土曜日
持ち物　上履き、エプロン、古タオル
ところ　滝乃川学園成人部作業棟　２階陶芸室
定　員　１5名（先着順）
申込先　２月８日（日）朝９時～
� 公民館☎（572）５１４１

「H
IBIK

I Cafe

」ス
タ
ッ
フ

藤
倉　

直
美
さ
ん

「
喫
茶
わ
い
が
や
」ス
タ
ッ
フ

幸
島　

裕
子
さ
ん

M
oonlight Project

代
表

平
野　

和
弘
さ
ん

「
喫
茶
わ
い
が
や
」ス
タ
ッ
フ

栁　

倫
之
さ
ん

←立川 川崎→

コンビニ

あゆみ保育園

〒

正門

滝乃川学園

甲 州 街 道

矢川駅
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個人的・集団的力量を発達させる権利である。

講　師　齋藤　愼一（元青梅市文化財審議会委員）

かつて全国各地では、地域史学習が盛んに行われてきま
した。埋もれた地域の歴史を掘り起こす魅力から次世代へ
の地域文化の伝承、さらには地域アイデンティティの再形
成といったように、学ぶ目的は実に様々です。市内でも地
域の歴史文化を守り伝えていくために、長年にわたり活動
を続けている団体が存在します。
そうしたなか、今、地域史をめぐっては、大きな局面を
迎えています。学ぶ主体の後継者不足に加え、新しい住民
の機会不足からおこる、地域文化の亡失。私たちは、先人
たちが生きた証（あかし）であるさまざまな地域史料を、
この先も守り伝えていけるのでしょうか。そのために何が
できるのでしょうか。第一回目は、長年、多摩地域をフィ
ールドに研究してこられた齋藤慎一さんを囲み、地域史料
から見た私たちの現在の生活について考えてみたいと思い
ます。

と　き　２月2８日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　30名（先着順）
申込先　２月７日（土）朝９時～
� 公民館☎（572）５１４１

講　師　吉田　裕（一橋大学）

近年の東アジア情勢は、政治レベルでの緊張が、国民感
情にまで影響を及ぼす事態に陥っています。東アジアの平
和構築のためには、私たち市民レベルにおける相互理解の
促進が必須ではないでしょうか。講座をとおして、東アジ
ア地域をめぐる問題を、身近な問題として捉えるきっかけ
にしたいと思います。
今回は、一橋大学で研究プロジェクト「『日韓相互認

識』研究の深化・発展のために－東アジア情勢の中で－」
の研究代表を務める吉田裕さんを迎え、お話を伺います。

〈吉田さんの本〉『アジア・太平洋戦争』（岩波新書）他多数。
※�本講座は平成26・27年度の連続講座です。以降は、東ア
ジア地域をめぐる様々な問題について、多角的に迫って
いく予定です。

と　き　３月1３日（金）夜７時～９時
ところ　�公民館　３階講座室
定　員　30名（先着順）
申込先　２月１3日（金）朝９時～
� 公民館☎（572）５１４１

講　師　浜田　信夫（大阪市立自然史博物館外来研究員）

カビ。それは人類とともに生活してきたともいえる「生
き物」です。浴室や洗濯機を見れば何度掃除しても生えて
くるカビ。一方で私たちは醤油、味噌、日本酒など日本人
に欠かせない食品をカビの発酵を利用して作っています。
私たちはカビとどのように暮らせば良いのか？　カビとの
付き合い方を一緒に考えてみませんか？

〈浜田さんの本〉
『人類とカビの歴史　闘いと共生と』（朝日選書）ほか

と　き　２月22日（日）朝1０時～12時
ところ　公民館　３階集会室
定　員　30名（先着順）
申込先　２月１0日（火）朝９時～
� 公民館☎（572）５１４１

お　話　福間　健二（詩人、映画監督）

芥川賞や三島由紀夫賞の候補に挙がり、将来を期待され
ながらも１９９0年に４１歳でこの世を去った作家・佐藤泰志。
閉塞した時代の空気を捉え、そこに生きる人びとの心象を
映し出した彼の小説が、いま再び注目されています。近
年、連作短編『海炭市叙景』や長編『そこのみにて光輝
く』が映画化され、若い世代にも共感を呼んでいます。
生前、親交の深かった福間健二さんは評伝のなかで、

「佐藤泰志の小説の大きな魅力のひとつは、人と人の出会
いの描き方にある」と述べています。
いまだからこそ響く佐藤泰志の世界。その文学と作家像

に迫ります。

〈福間さんの本〉『佐藤泰志　そこに彼はいた』（単著、河
出書房新社）、『佐藤泰志――生の輝きを求めつづけた作
家』（監修、河出書房新社）他多数。

と　き　２月1９日（木）夜７時～９時
ところ　公民館　３階講座室　定員　30名（当日先着順）
＊ご自由においでください。

地域史料から見た私たちの生活
－景観・町内・住民・祭事－ 歴史認識の

国際問題化を考える

私たちのくらしとカビ 佐藤泰志の文学
〈環境講座〉 〈図書室のつどい〉

〈近現代史講座〉

地域史学習のこれからを考える①
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

講　師　平井　信行（気象予報士、ＮＨＫ気象キャスター）

最近の災害規模が大きい気象状況について、日本はもち
ろんのこと、地球規模でどのように変化してきているので
しょうか。気象による環境の変化
が私たちの暮らしにどのように影
響してきているのか、気象予報士
の平井さんからお話をうかがいま
す。

〈講師プロフィール〉１９67年生ま
れ。気象予報士。
１９９6年４月～ＮＨＫテレビ気象キャスター（月～金曜日の
ＮＨＫ首都圏ネットワーク夜６時52分～他出演中）。執筆
（「月刊公民館」連載）、講演等多数。

と　き　３月１日（日）朝1０時～12時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　８5名（当日先着順）
＊�ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

監督　フェデリコ・フェリーニ　音楽　ニーノ・ロータ
出演　�アンソニー・クイン、ジュリエッタ・マシーナ、

リチャード・ベイスハート　ほか

わびしい浮草生活を送る粗暴
な大道芸人ザンパノと、そんな
彼を慕う、頭は少し弱いが純真
な心を持つ女ジェルソミーナの
哀しい別れを描いた、巨匠フェ
デリコ・フェリーニの名作中の
名作。
ニーノ・ロータの哀切きわま
りないメロディーも胸を打つ。

〈シネマトーク〉
「フェリーニの女たち」

　　　　　　　　北里　宇一郎（脚本家）

と　き　２月22日（日）昼２時～５時（開場１時）
ところ　公民館　地下ホール　　定員　８5名（当日先着順）
＊�ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

講　師　庵　功雄（一橋大学・日本語教育）
　　　　志村　ゆかり（東京経済大学・日本語教育）

地域で日本語学習のサポートをしている方を対象にし
た、「やさしい日本語」の学習会です。
「やさしい日本語」とは、日本語を母語としない人にも
わかるように配慮した簡易な日本語のことです。災害時の
情報をよりわかりやすく伝えるための日本語として広ま
り、現在では公的な文書の「やさしい日本語」への書き換
えでも注目されています。
今回は、「やさしい日本語」の考えに基づいた教授法
を、理論と実践の両面から学びます。地域の日本語支援の
場で使えるワザをうかがい、日々の活動に役立てましょ
う。

と　き　２月1５日（日）昼２時～４時半
ところ　公民館　地下ホール
対　象　	地域で、日本語支援をしてい

る方、したことのある方
定　員　60名（先着順）
申込先　２月６日（金）朝９時～
� 公民館☎（572）５１４１

製作　大阪・毎日放送　　20１2年　９９分
監督　森岡紀人

津波の襲来から2８時間
後、宮城県南三陸町に入っ
た大阪・毎日放送のスタッ
フが、「絆」や「希望」と
いう言葉だけでは表現でき
ない被災者の素顔、生と死
が混在し続ける被災地を１
年間に渡り見つめ続けたド
キュメンタリー映画。
東日本大震災から４年が

経とうとしています。いま一度、震災の経験に学び、これ
からの社会と地域を考えていくために、今も被災地で取材
を続けている大阪・毎日放送のスタッフのお話を上映後、
伺いたいと思います。

お　話　井本　里士（『生き抜く』プロデューサー）

と　き　３月1５日（日）昼２時～５時
ところ　公民館　地下ホール　定員　60名（当日先着順）
＊�ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

最近の異常気象と
地球環境の変化

やさしい日本語
―理論を踏まえた実践ワークショップ―

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館シネマトーク〉
〈環境講座〉

〈日本語教育学習会〉

1９５４年　イタリア　白黒1０４分
『道』

―�3．１１を忘れない・映画会�―
〈ポスト3．１１�社会のカタチ�私たちのオモイ�20１5〉

『生き抜く�南三陸町�人々の一年』
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日　時　３月12日（木）※雨天中止
集　合　国立駅北口　朝９時
実施方面　八王子　城山方面
対　象　市内在住、在勤者
チラシ　�２月20日（金）から市役所３階生涯学習課、市民

総合体育館、公民館、北・南市民プラザで配布し
ます。

申込方法
　　�日程、コース、申込方法等、チラシの内容を確認の

うえ、２月23日（月）～３月６日（金）の期間に下
記までお申し込みください。

申込・問合先
　　教育委員会　生涯学習課
　　社会教育・体育担当☎（576）２１０７（直通）

講　師　魚
おが

返
えり

　真央（一橋大学大学院生＊）

来る２０２０年の五輪開催地が東京に決定しました。
今から約半世紀前、１９６４年の東京五輪から生まれた流行
語「ウルトラＣ」にちなんで命名され、１９６６年にテレビ放
送された『ウルトラＱ』は、日本初の本格特撮テレビ映画
すなわち特撮を主役とするフィルム制作のテレビドラマで
した。当時一世を風靡したテレビ映画とは、本格特撮テレ
ビ映画の新しさとは、如何なるものだったのでしょうか。
初回は『ウルトラＱ』の中から「２０２０年の挑戦」という
名のまるで予言のような一話を徹底解剖し、第２回は『ウ
ルトラＱ』『ウルトラマン』『ウルトラセブン』を中心に、
「地球」とテレビに来襲する宇宙人の系譜を辿りながらそ
の問いに迫ります。

と　き　３月１４日、３月２８日（全２回）
	 いずれも土曜日、昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　３５名（先着順）
申込先　２月１2日（木）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

＊一橋大学大学院生による講座
国立市内の一橋大学では、研究者を目指す大学院生
が日夜研究に励んでいます。そこで公民館が架け橋と
なり、若手研究者と地域社会との交流講座を企画しま
した。最新の研究動向に触れるも良し！　修行中の院
生にアドバイスするも良し！　院生が講師となって専
門分野をご紹介します。

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

「街を・山を歩く」第５回

初期ウルトラシリーズから迫る
〝本格特撮テレビ映画〟の正体

テレビに宇宙人がやってきた！

〈社会体育事業〉

脚本・監督：犬童一利
出演：髙橋直人 /岡村優 /夏緒 /高山侑子　ほか
制作：REIZ INTERNATIONAL/LILY FILM

「世界がもし100人の村だったら、そのうち11人は同性愛
者です。統計学的には2％から10％位と言われています。
多くの当事者はそれを隠しています。なぜでしょう」
� ―本編台詞より抜粋
映画『カミングアウト』は、ゲイの青年がカミングアウ

トするまでを描いた物語です。主人公は、理解者の後押し
を受けながら、自分自身と向き合い、周囲にゲイであるこ
とを打ち明けます。登場人物は、みなさんの周りにいるご
くごく普通の若者たち。セクシュアルマイノリティの方が
過ごしている日常を過飾せず、あるがままに切り取った作
品です。
社会におけるLGBT（レズビアン、ゲイ、バイセクシ

ュアル、トランスジェンダーの頭文字を繋げた略語）への
理解・認識がいまだ十分ではなく、深層に潜む偏見・差別
意識が、当事者のカミングアウトへの妨げとなっている現
状を、この映画を通して考えてみたいと思います。
本作品映画監督・犬童さんに、撮影秘話や日本の

LGBTの現状・展望など、上映後に伺います。映画を観
た後、あなたの価値観は変わっているかもしれません。

お　話　犬童　一利（映画『カミングアウト』監督）

と　き　３月６日（金）夜７時～９時半
ところ　公民館　地下ホール
定　員　60名（当日先着順）
＊�ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合
は、入場を制限させていただきます。

『カミングアウト』
LGBT を知る・考える映画とトーク

2014年　98分

 

ゴム、空気などロケットを様々な力で飛ばしてみましょ
う！　今回は４つのロケットを作って飛ばしてみます。高
く飛ばすには？　狙ったところに飛ばすには？　親子で工
夫してチャレンジしてみよう！

講　師　山田　修平	
	 （ＮＰＯ法人東京学芸大こども未来研究所）

と　き　３月８日（日）朝１０時～１２時
ところ	 公民館　地下ホール
定　員　子ども（４歳～小学生３年生）と保護者
	 １５組（先着順）
持ち物　�飲み物、動きやすい服装
申込先　２月１3日（金）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

つくって飛ばそう!ロケット４機
〈親子で遊ぼう・考えよう〉
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講　師　大塚　洋一郎
� （ＮＰＯ法人農商工連携サポートセンター）

都会の中心、千代田区で『ちよだ青空市』『ホテ市』『ワ
テラスマルシェ』などの市場を運営して、「地方と都会」
「食と農」を結ぶ事業を積極的に行う大塚さん。経済産業
省大臣官房審議官として農商工等連携促進法の制定運用と
の携わりを契機に農業と接し、地域活性化には食農連携が
極めて重要だと、安定した生活を捨てて55歳で農業支援の
ＮＰＯ法人を設立しました。
六次産業化、都市農村交流、都会のマルシェ販売、特産

品開発など、地域を元気にする取り組みの話を伺ってみま
せんか。

〈大塚さんの本〉『そうだ、トマトを植えてみよう！　地域
を変える食と農』（ぎょうせい）

と　き　２月2８日（土）昼２時～４時
ところ　くにたち市民総合体育館　第１、２会議室
定　員　30名（先着順）
申込先　２月６日（金）朝９時～
� 公民館☎（572）５１４１
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卒
、
指
導
経
験
豊
富
な

青
木
啓
子
先
生
と
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ

う
。
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

月
一
回　

金
曜
日
午
前
中

場
所　

公
民
館　

音
楽
室

連
絡
先　

新に
い

里さ
と

（
５７７
）
１
０
６
２

太
極
拳
友
の
会
　
会
員
募
集

体
育
館
で
楽
し
く
ゆ
っ
た
り
と
、
心

と
身
体
の
健
康
増
進
と
仲
間
づ
く
り
を

ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。
初
心
者
も

大
歓
迎
。
一
度
見
学
、
体
験
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
水
曜
日
午
前
ま
た
は
午
後

場
所　

総
合
体
育
館

連
絡
先　

浦
岡
（
５７５
）
３
２
７
２

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
「
つ
な
ぐ
」
募
集

ス
ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
法
を
学
ん
で
心

身
共
に
健
康
な
生
活
を
手
に
入
れ
ま
せ

ん
か
。
イ
ン
ド
で
本
格
的
な
ヨ
ガ
を
修

得
さ
れ
た
先
生
が
て
い
ね
い
に
教
え
て

下
さ
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
四
回　

土
曜
日
か
日
曜
日

場
所　

東
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

前
田
０９０
（
９８４３
）
４
４
４
８

新
体
道
︵
し
ん
た
い
ど
う
︶
国
立

国
立
で
棒
術
の
稽
古
を
始
め
ま
し
た
。

六
尺
棒
を
思
い
っ
き
り
振
り
回
し
て
、

ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
ょ
う
！

小
学
五
年
生
か
ら
、
五
十
代
ま
で
楽

し
く
稽
古
し
て
い
ま
す
。

日
時　

月
二
回
日
曜
日　

夜
６
時
半
～

場
所　

主
に
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル

連
絡
先　

曽
根
田
０９０
（
９１５０
）
５
４
１
５

「
国
立
練
功
会
」
会
員
募
集

気
功
体
操
と
2４
式
を
中
心
に
、
初
心

者
を
対
象
と
し
て
、
楽
し
く
太
極
拳
を

し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
安
心

し
て
学
べ
ま
す
の
で
、
是
非
体
験
し
て

み
て
下
さ
い
！

日
時　

毎
週
火
曜
日
朝
１0
時
～
１2
時

場
所　

矢
川
集
会
所

連
絡
先　

長
谷
川
０９０
（
８３０３
）
７
２
５
４

国
立
市
空
手
道
連
盟
会
員
募
集
中

空
手
道
を
通
じ
て
心
身
共
に
元
気
に

な
り
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
。

幼
児
か
ら
熟
年
迄
、
男
女
問
わ
ず
、

熱
意
あ
る
人
歓
迎
。
市
民
大
会
か
ら
、

国
際
大
会
迄
。
気
軽
に
電
話
下
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
・
土
・
日　

夕
５
時
～

場
所　

本
部
道
場
（
矢
川
駅
約
５
分
）

連
絡
先　

佐
伯
０９０
（
７４８３
）
４
５
１
４

ひ
ろ
ば

（
８
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

１
月
１3
日
（
火
）
第
３
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
１5
名
、
館
長
、
職
員
１
名

が
出
席
。
傍
聴
１
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

委
員
研
修

大
串
隆
吉
氏
（
公
運
審
委
員
・
首
都

大
学
東
京
名
誉
教
授
）
を
講
師
に
「
社

会
教
育
と
は
何
か
」
を
お
話
し
い
た
だ

い
た
。
①
社
会
教
育
の
必
要
性
、
②
公

民
館
の
関
わ
り
方
、
③
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
き
た
か
を
、
具
体
的
事
例
と
ビ

デ
オ
映
像
を
交
え
な
が
ら
説
明
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

１
月
号
よ
り
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
を

変
更
。
作
成
し
た
エ
ッ
チ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
紹
介
や
、
第
１４
期
の
編
集
研
究
委

員
会
の
ま
と
め
を
掲
載
し
た
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

１2
月
１6
日
（
火
）
に
定
例
会
を
開
催
。

答
申
を
ま
と
め
て
い
る
段
階
。
次
回
は

１
月
20
日
（
火
）
の
予
定
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

第
９
回
委
員
部
会（
１2
月
2４
日（
水
））

で
は
、
く
に
た
ち
公
民
館
だ
よ
り
・
市

民
文
化
祭
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

情
報
交
換
と
し
て
紹
介
し
た
。
次
回
研

修
会
は
１
月
3１
日
（
土
）
の
予
定
。

○
館
長
よ
り

①
「
国
立
市
公
民
館
図
書
室
運
営
規

則
」
の
改
正
に
つ
い
て
説
明
あ
り
。

②
平
成
27
年
度
に
空
調
機
器
の
入
れ

替
え
を
中
心
と
し
た
公
民
館
改
修
工
事

を
計
画
中
。

次
回
は
２
月
１0
日
（
火
）
午
後
７
時

１5
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。�

（
今
村
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

地域を元気にする食と農の連携
〈地域展開講座〉
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＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

今月の公民館（２月、３月初）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
８
１
〉�

Ｋく

に

ふ

ぁ

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ａ
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

歴
１０
年
に
な
り
ま
す
。「
外
国
人
の
方

々
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
同
じ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
つ
い
て
、
継
続
的
な
人
間
関

係
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
信
頼

感
が
生
ま
れ
、
時
に
職
場
で
の
悩
み
、

子
ど
も
の
教
育
相
談
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
。

最
後
に
１
年
を
振
り
返
っ
て
参
加
者

全
員
が
話
し
ま
し
た
。「
私
は
こ
の
活

動
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
元
気
に
な

り
ま
す
」「
市
民
文
化
祭
の
『
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
大
会
』
で
は
、
１２
名
の
学
習

者
の
自
国
自
慢
、
日
本
で
の
経
験
な
ど

内
容
が
深
く
素
晴
ら
し
か
っ
た
し
、
歌

と
踊
り
、
特
技
の
披
露
、
民
族
衣
装
も

鮮
や
か
で
し
た
」
と
い
う
言
葉
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

連
絡
先　

大
熊
（
５７５
）
０
９
４
６

y_johanna_ookum
a@
m
2.dion.ne.jp

�

〈
文
・
写
真　

三
好
紀
子
〉

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日
に
行
わ
れ
る

公
民
館
主
催
の
『
生
活
の
た
め
の
日
本

語
講
座
』
が
終
わ
る
と
、
待
機
し
て
い

た
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
外
国
人
の

方
々
に
一
人
ま
た
は
二
人
つ
い
て
楽
し

そ
う
な
学
習
が
１
時
間
続
き
ま
し
た
。

Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ａ
は
講
座
参
加
者
の
も

っ
と
日
本
語
を
学
び
た
い
、
話
し
た
い

と
い
う
要
望
に
応
え
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
今
日
初
め
て
参
加
し
た
中
国
人

女
性
は
、
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
人
が

訪
れ
た
広
州
と
お
い
し
か
っ
た
屋
台
の

ス
ー
プ
の
話
に
、
一
挙
に
親
近
感
を
覚

え
た
よ
う
で
す
。
タ
イ
人
の
女
性
は
用

意
し
て
も
ら
っ
た
日
本
料
理
の
写
真
を

見
な
が
ら
、
お
せ
ち
料
理
の
作
り
方
を

教
わ
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
理
解
が
素

晴
ら
し
い
の
で
驚
き
ま
し
た
。
助
け
を

借
り
な
が
ら
講
座
テ
キ
ス
ト
の
復
習
を

す
る
方
も
い
ま
す
。
北
京
で
日
本
語
を

学
ん
だ
女
性
は
来
日
２
か
月
、「
お
か

げ
さ
ま
で
楽
し
い
で
す
。
ま
た
こ
れ
か

ら
勉
強
し
ま
す
」
と
お
礼
を
言
っ
て
い

ま
し
た
。

土
曜
日
は
、
留
学
生
や
仕
事
を
も
つ

外
国
人
と
新
聞
を
読
ん
で
考
え
を
述
べ

合
っ
た
り
、
レ
ポ
ー
ト
の
日
本
語
表
現

の
添
削
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
会
の
ス
タ
ー
ト
は
１
９
９
２
年
、

代
表
の
大
熊
ゆ
う
子
さ
ん
は
サ
ー
ク
ル

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

言こ
と

の
葉は

会

古
典
・
近
代
文
学
を
読
む
会
で
す
。

と
い
っ
て
も
単
な
る
読
書
会
で
は
な
く

榎
本
講
師
が
、
内
容
・
時
代
背
景
な
ど

て
い
ね
い
に
解
説
し
て
く
れ
ま
す
。
漱

石
・
芭
蕉
・
鴎
外
・
柳
田
…
…

日
時　

月
一
回　

午
後

場
所　

公
民
館　

３
階
講
座
室

連
絡
先　

八は
っ

覚か
く

０８０
（
６６２１
）
４
５
３
９

郷
土
俳
句
会
へ
の
お
誘
い

「
燎
」俳
句
会
岡
山
祐
子
先
生
に
指
導

戴
き
、
ゆ
っ
く
り
俳
句
と
向
き
合
い
会

員
に
よ
る
郷
土
の
歴
史
行
事
に
耳
を
傾

け
る
の
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
す
。

日
時　

第
二
月
曜
日　

昼
１
時
～

場
所　

郷
土
文
化
館　

第
一
研
修
室

連
絡
先　

加
藤
（
５７６
）
５
７
５
２

全
国
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
交
流
会 

iｎ
く
に
た
ち
・
講
演
会

上
智
大
学
教
授
・
小
林
章
夫
氏
に
よ

る
基
調
講
演
「
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
『
近

代
』
を
造
り
上
げ
た
空
間
」
な
ど
。
資

料
代
千
５００
円
（
手
帳
割
引
あ
り
）。

日
時　

２
月
２１
日
㈯
朝
１０
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学
国
立
西
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　

本
館
２１
教
室

連
絡
先　

兼か
ね

松ま
つ

０９０
（
９６７３
）
３
４
２
２

第
１９９
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

フ
ァ
ラ
さ
ん
の
イ
ラ
ン
料
理

お
得
意
の
家
庭
料
理
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。
材
料
費
８００
円
。
ふ
き
ん
と

ゴ
ミ
袋
を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　

２
月
２１
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

憲
法
と
わ
た
し
た
ち
連
続
講
座
№
４４

地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
今
、

日
本
国
憲
法
第
９２
条
「
地
方
自
治
の
本

旨
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
講
師
は
西

川
重
則
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）。
多

く
の
参
加
を
望
み
ま
す
。
資
料
代
５００
円
。

日
時　

２
月
２８
日
㈯
昼
３
時
～
５
時

場
所　

公
民
館　

３
階
和
室

連
絡
先　

同
実
行
委
（
５７４
）
９
２
１
０

パ
ネ
ル
で
み
よ
う
！
　
今
さ
ら
聞
け

な
い
「
慰
安
婦
」
問
題

な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
い
い
の
？
昔

の
こ
と
？
い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
私

の
こ
と
！
証
言
や
公
文
書
の
展
示
を
見

て
考
え
る
。
主
催
パ
ネ
ル
展
く
に
た
ち

日
時　

�

３
月
５
日
㈭
夕
６
時
～�

３
月
８
日
㈰
夜
１０
時
ま
で

場
所　

公
民
館　

１
階
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

担
当
石
原
（
５８０
）
２
７
８
０

公
民
館
図
書
室
で
借
り
ら
れ
る
資
料
が

一
〇
冊
に
な
り
ま
す
！

　

公
民
館
で
は
、
平
成
27
年
２
月
１
日
よ

り
図
書
室
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。
図
書
室
で
の
貸
出
冊
数
が
、
図
書

館
・
郷
土
文
化
館
資
料
と
合
わ
せ
て
一
〇

冊
以
内
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
利

用
カ
ー
ド
の
五
年
ご
と
の
更
新
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
際
ご
住
所
の
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
が
つ
な
が
る
日
本
語
学
習

１４日（土）昼　青年陶芸講座
１４日（土）昼　NHK学園高等学校共催　講演とシ

ンポジウム
１５日（日）昼　やさしい日本語
１９日（木）夜＊図書室のつどい
２１日（土）昼　３つの講座同時開催（※P2～ P3）
２２日（日）朝　私たちのくらしとカビ
２２日（日）昼＊Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ公民館シネマトーク
２８日（土）昼　地域を元気にする食と農の連携
28日（土）昼　地域史料から見た私たちの生活
３月１日（日）朝＊最近の異常気象と
� 地球環境の変化
６日（金）夜＊ LGBTを知る・考える映画とトーク
８日（日）朝　親子で遊ぼう・考えよう
１３日（金）夜　歴史認識の国際問題化について考える
１４日（土）昼～テレビに宇宙人がやってきた！
15日（日）昼＊3.11を忘れない映画会


